
し
梁
啓
超
嫁
し
て
一
書
無
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
定
謂
ふ
胡
漉
の
勤
誘
ビ
縣
方

響
の
著
歓
洲
丈
藝
復
興
畔
代
吏
ε
に
刺
載
ゼ
ら
れ
て
紅
蓮
ぜ
し
も
の
に
し
て

清
代
思
潮
の
大
勢
よ
り
著
き
起
し
清
朝
學
の
二
品
，
黎
明
蓮
賢
者
害
し
て
の

顧
雌
黄
、
科
論
者
号
し
て
の
梅
丈
鼎
、
載
震
、
軍
糧
の
墨
風
．
段
玉
裁
，
王

念
孫
王
引
之
父
子
の
學
派
Q
纏
學
の
隆
盛
、
王
誘
導
、
黄
宗
義
、
萬
斯
同
以

下
事
大
翫
、
何
秋
濤
等
の
史
學
、
既
製
愚
慮
昆
等
の
地
糸
、
其
の
勉
地
理
學

金
石
學
清
學
分
裂
の
螂
火
線
の
経
學
今
古
丈
の
蛾
に
在
ろ
事
、
今
丈
學
蓮
動

の
中
心
者
書
し
て
の
虞
有
爲
等
を
叙
し
、
支
那
人
の
學
問
的
本
能
に
富
み
よ

く
浩
代
學
衝
の
隆
盛
た
來
六
し
六
ろ
こ
ぜ
た
論
蓮
で
（
上
海
商
務
印
書
館
嚢

行
）

ピ
。
ω
Ω
『
o
け
叶
O
し
。
儀
0
8
0
窪
①
p
甲
肖
〇
二
銭
μ
q
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

三
冊
（
敦
燵
洞
窟
渡
見
物
爲
眞
集
）

℃
書
　
囹
巴
一
δ
け

本
書
に
佛
の
　
団
。
霞
9
　
氏
が
今
鷹
の
坐
職
に
陣
浬
し
写
る
閃
。
σ
o
冨
Ω
ρ
亭

け
三
9
氏
ざ
共
に
佛
國
丈
競
省
、
佛
國
中
距
探
長
駆
會
、
佛
國
亜
細
亜
學
會
、

諺
。
銭
。
曇
冨
　
畠
撃
　
ぎ
8
二
導
同
9
艇
g
］
、
。
重
き
寮
①
子
等
の
後
援
の
下
に
千

九
百
門
山
ハ
年
よ
り
千
九
｝
周
九
年
に
｝
且
ろ
四
個
年
に
試
み
カ
ろ
中
秋
焼
漁
…
窟
調
査
の

結
果
獲
得
す
る
班
り
蒐
集
品
の
筏
製
並
に
洞
窟
の
爲
眞
集
に
し
て
こ
れ
主
ミ

し
て
分
筆
行
の
同
行
者
な
る
Ω
葺
騨
瓢
。
蚤
宕
氏
の
實
難
壁
る
口
恥
爲
眞

た
本
蜜
し
之
に
加
ふ
ろ
に
弓
張
品
の
精
巧
な
ろ
複
製
た
以
て
ぜ
し
も
の
な
り

其
の
大
型
紙
四
ソ
切
の
大
さ
の
も
の
ほ
岡
三
詑
錐
著
の
存
す
る
獲
見
資
料
の

複
製
か
印
刷
し
入
ソ
切
の
大
さ
の
も
の
ば
古
砂
本
、
古
認
錐
断
片
の
模
製
其

他
な
以
て
す
其
の
資
料
力
ろ
や
㏄
。
覧
冨
5
Ω
営
p
並
に
善
悪
霞
果
経
、
サ

第
．
六
谷
　
　
藥

報

ン
ス
〃
リ
ン
ト
、
チ
ペ
ソ
ト
諮
の
佛
教
遠
望
等
興
亜
に
託
す
る
空
前
の
珍
ら

し
き
も
の
な
包
括
し
言
語
學
的
に
も
歴
史
學
的
に
も
．
地
理
學
的
に
も
宗
教

學
的
に
も
鍵
穴
累
卵
的
に
も
貴
重
な
る
も
の
黙
る
や
論
単
項
れ
す
就
中
故

Ω
O
慧
三
9
氏
の
苦
心
の
結
晶
な
る
ω
O
σ
q
象
§
獅
語
丈
法
並
に
龍
ハ
の
露
原
的
研

究
に
最
も
傾
驚
に
値
す
べ
く
二
百
臆
面
の
圃
版
ぽ
欝
に
東
洋
史
研
究
考
の
費

罵
れ
る
に
止
ら
・
す
好
學
の
士
の
看
刷
歯
す
べ
か
・
b
ざ
う
も
の
オ
す
〔
以
上
那
波
）

彙

報

鰯
帝
國
前
置
院
授
賞
式

　
帝
醒
學
士
院
二
て
ば
去
荘
月
二
十
二
臼
東
京
美
術
學
校
講
堂
に
於
て
恩
賜

賞
、
帝
國
學
士
院
賞
及
び
桂
鼻
革
記
念
賞
の
授
賞
式
為
行
ひ
象
る
が
其
中
第

一
部
に
於
て
此
光
榮
に
浴
ゼ
し
受
賞
者
左
の
如
し

　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
恩
賜
賞

　
　
日
本
佛
敏
史
の
研
究
（
署
書
）
　
　
　
　
丈
量
博
士
　
辻
善
之
助

醗
京
都
帝
國
大
學
第
十
二
圏
夏
期
講
演
會

　
京
都
帝
國
大
勢
に
当
て
學
術
善
及
の
爲
め
例
年
催
し
來
り
し
夏
期
講
演
會

に
來
八
間
一
帯
よ
り
第
十
ご
回
講
演
、
會
為
開
催
し
て
一
般
有
志
の
隠
避
な
詐

第
三
號

一
五
九
　
（
四
八
三
）



第
六
巻
　
　
禦

す
べ
し
建
い
ふ
、
講
演
科
目
中
吏
學
地
理
學
に
關
係
あ
ろ
も
の
左
の
如
し
、

（
詳
細
ほ
京
都
帝
國
尊
墨
・
講
演
會
宛
照
愈
の
纂
）

　
人
及
藝
衛
家
ピ
し
て
の
フ
グ
子
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
式
部
助
教
授
丈
學
士

　
環
代
文
化
人
の
丈
化
　
　
　
丈
學
部
敏
授
文
學
博
士

　
國
際
聯
盟
　
　
　
　
　
　
　
法
言
部
教
授
法
學
博
士

　
郷
端
贈
生
活
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
商
學
部
助
言
授

　
薪
カ
ン
ト
派
の
瓶
三
哲
學
　
　
　
　
輝
厨
學
部
講
師

　
　
　
郊
外
講
　
演

　
財
敷
よ
り
見
六
ろ
戦
後
の
列
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
麿
學
部
駅
授
法
認
博
士

入
端
最
宵
の
丈
化
　
　
　
　
　
丈
居
睡
教
授
丈
學
博
士

塩
竃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

轡
吏
學
研
究
會

成
瀬
　
清

来
田
庄
太
郎

跡
部
定
次
鄭

作
閉
　
四
一

恒
藤
　
恭

小
川
郷
太
郎

濱
田
　
生
作

西
田
幾
太
耶

例
會
　
五
月
七
日
午
後
｝
暗
孚
よ
り
文
學
部
第
五
敏
室
に
て
開
催
左
の
講
演

あ
り
Q

　
一
、
糧
右
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禽
員
丈
學
士
　
那
波
利
貞
君

　
糧
布
は
吏
認
貨
殖
凋
傳
に
唯
一
度
の
み
現
ろ
・
一
種
の
畿
物
に
し
て
其
後

の
記
載
に
に
見
ね
す
唯
墨
書
貨
殖
傳
に
窪
溜
布
ミ
異
字
な
以
て
示
さ
れ
あ
ろ

が
此
の
材
料
の
何
な
る
か
に
就
毫
て
に
未
だ
定
説
あ
ろ
奉
聞
か
す
濡
鷹
島
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ッ
ト
ン

之
た
白
盤
也
虐
謂
ひ
從
っ
て
命
…
皿
愛
に
木
綿
織
物
な
り
ミ
ゼ
う
が
支
那
に
於

サ
る
木
綿
の
徳
來
栽
培
の
漕
革
よ
り
児
る
確
に
漢
以
前
に
木
綿
が
然
か
く
安

第
三
號

一
山
ハ
○
　

（
四
丁
四
）

蟹
に
販
愛
生
塵
ゼ
ら
る
・
筈
な
け
れ
ば
其
の
水
綿
織
物
に
非
ざ
る
こ
書
疑
た

容
れ
す
ピ
弥
嗣
じ
侮
ぽ
白
愚
一
の
語
に
就
毒
㌔
て
陥
機
々
所
観
た
蓮
べ
最
後
に
思
ひ
附
…

マ
・
し
て
合
日
我
邦
に
存
す
る
鰐
織
物
の
名
な
ろ
タ
フ
の
名
の
糧
布
よ
り
舞
り

て
撚
れ
る
も
の
な
ら
む
歎
鼓
々

　
一
、
南
加
無
断
紀
行
　
　
　
　
　
會
負
丈
學
博
士
　
島
　
文
次
郎
君

　
カ
リ
フ
ナ
ル
論
ア
に
於
け
る
西
城
分
の
敏
會
堂
の
遣
墨
譜
禮
の
意
昧
に
て

。。

?
串
暮
駐
８
存
細
撮
し
U
。
巨
霧
の
数
會
堂
な
訪
び
次
で
ウ
ぎ
μ
、
剛
曙
に

璽
ろ
庇
庭
の
敏
會
堂
ほ
第
一
蕃
目
に
山
導
ぜ
ら
れ
歴
史
的
債
依
に
富
め
る
も

の
に
し
て
其
の
風
景
に
天
下
に
冠
継
し
麗
時
報
三
唱
§
㏄
舞
の
墓
碑
あ
り

ミ
て
蚊
ハ
の
経
蘇
臨
、
聯
轟
兼
な
蓮
べ
次
い
で
　
ω
p
β
　
Ω
O
。
・
偽
　
附
近
の
山
屑
…
糠
　
Q
Q
鴛
μ

象
竃
包
の
剛
、
ξ
敬
曾
堂
の
現
欺
な
紹
介
し
東
の
方
両
の
手
糠
の
途
た
坂
q

兎
る
逡
程
葎
更
に
西
の
方
海
岸
線
の
遽
な
取
り
て
引
き
返
し
第
一
番
に
成
り

し
。
。
§
り
護
。
の
薮
會
堂
の
歴
史
並
に
○
邑
p
邑
に
於
け
る
詩
人
ッ
議
窪

の
漉
凪
赴
ル
訪
へ
り
云
々

　
來
會
看
五
＋
鹸
名
、
席
た
本
部
画
筆
談
話
室
に
移
し
て
茶
話
會
な
聞
吾
島

博
士
將
來
の
風
景
篇
眞
三
葉
書
葎
漿
賞
し
午
後
五
噂
雫
散
愈
ぜ
り

三
三
愛
　
會

例
A
醤
　

＋
訳
一
二
貝
μ
二
十
月
凹
午
後
山
田
時
よ
り
卒
業
開
肌
雪
駄
為
謬
れ
學
生
施
ワ
會
…
陽
に
「
於

て
開
催
、
掛
黙
考
三
浦
鞍
授
江
蒲
魚
澄
下
川
富
森
の
諸
學
士
源
中
村
井
川
及

島
田
鞍
諸
氏
に
し
て
左
の
講
演
あ
り

十
時
散
愈
ぜ
り

　
一
、
浄
土
信
仰
の
趨
源
定
其
獲
蓮
　
　
　
　
．
源
難
寒
君



　
先
づ
未
來
信
仰
に
醐
陀
の
浄
土
書
冊
勒
の
兜
率
天
あ
る
こ
ぜ
よ
り
先
づ
佛

敏
の
傳
來
後
黎
徳
太
子
ま
で
ご
太
子
よ
り
奈
良
朝
宋
迄
芝
挙
安
蓬
都
よ
り
鎌

倉
初
期
迄
ぜ
の
三
期
に
分
ち
て
皿
々
丈
献
羅
象
け
兜
傘
よ
q
西
方
浄
土
學
総

よ
り
羅
俗
及
び
亭
民
臼
構
に
到
ろ
信
仰
の
起
源
ビ
礎
移
獲
蓬
建
な
論
逓
ゼ
ら

れ
六
り

　
～
、
船
岡
山
城
趾
に
就
い
て
　
　
　
　
　
文
藁
士
　
魚
澄
惣
五
邸
君
　
　
・

　
船
岡
山
城
拭
縢
仁
大
蹴
ご
塵
泥
臨
の
爾
度
に
丹
波
墨
壷
よ
り
攻
め
凝
る
轍

か
防
ぐ
爲
に
築
か
れ
穴
ろ
こ
ミ
た
箭
詳
し
て
現
今
城
趾
の
貧
測
ご
礁
背
中
ミ

な
結
び
つ
け
て
考
ふ
る
に
築
城
術
の
未
だ
獲
達
し
居
ら
ざ
ろ
常
識
諒
し
て
に

大
規
模
の
も
の
に
し
て
丘
上
に
牛
永
久
的
防
備
な
設
げ
し
を
見
る
べ
く
壷
謙

の
如
き
深
溝
あ
q
鹿
聾
め
り
櫓
あ
り
完
備
を
期
ぜ
し
も
唯
だ
連
絡
の
黙
に
峡

隅
あ
ろ
事
た
地
翻
に
つ
き
て
論
蓮
ぜ
ら
れ
た
り

思
懸
　
四
月
二
十
九
日
午
後
六
博
よ
り
學
上
膳
會
揚
に
於
て
開
催
、
綴
席
者

三
浦
讐
概
爾
教
授
江
馬
魚
澄
中
村
富
森
下
用
牧
桑
原
の
諸
學
士
六
人
部
中
村

井
川
勝
蜂
別
藤
及
島
田
の
諸
君
に
し
て
左
の
講
演
あ
q
＋
下
市
會
ぜ
り

　
一
江
戸
時
代
前
期
の
一
宮
豪
の
盤
活
　
　
丈
學
士
　
江
馬
　
　
務
君

　
先
つ
灰
屋
紹
盆
佐
野
三
酪
左
衛
門
重
孝
が
徳
川
初
期
に
於
げ
る
富
豪
の
随

一
れ
り
し
こ
ミ
よ
q
其
の
瓢
究
1
1
足
利
重
氏
の
軍
忠
出
た
う
け
む
ろ
武
動
の

家
な
り
し
も
後
に
丹
波
に
下
り
て
紺
灰
の
問
屋
並
に
組
合
の
長
た
な
し
て
畜

財
多
く
、
後
京
都
に
移
り
蹴
り
元
和
年
問
紹
由
の
代
に
藻
て
商
業
為
慶
し
て

風
流
三
昧
に
醜
り
し
が
其
子
紹
爺
父
の
後
な
承
け
多
能
孝
藝
に
て
、
就
中
連

歌
蹴
鞠
茶
畑
ほ
侮
れ
も
堂
蟻
に
入
q
畏
く
も
後
水
尾
院
よ
“
「
颪
透
し
の
震
翰

な
賜
り
し
程
な
り
し
こ
ミ
名
妓
吉
野
な
落
籍
し
て
風
流
生
活
た
な
ぜ
る
こ
霊

第
六
巻
　
　
藁

報

を
蓮
べ
し
こ
ミ
莫
の
子
孫
の
傳
ふ
ろ
彼
鑛
雨
人
の
澱
物
袖
書
馨
の
露
眞
に
就

寄
・
｛
々
…
詳
細
観
明
怨
加
へ
ら
ろ

　
　
一
、
史
上
答
見
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
交
學
博
士
　
三
浦
　
周
行
磐

　
　
近
時
盛
ん
に
呼
號
ぜ
ら
る
・
丈
化
史
が
未
だ
糟
淋
的
方
量
を
完
粂
に
表
し

屋
ら
す
國
民
史
亭
民
史
の
盤
の
み
高
く
し
て
其
費
質
の
俘
に
ざ
る
こ
ミ
為
指

　
刺
し
又
マ
ル
ク
ス
の
嘘
物
史
擁
な
以
て
國
吏
の
史
實
な
論
繍
ぜ
ん
こ
ぜ
の
危

　
瞼
な
ろ
こ
ピ
な
實
謹
ゼ
ら
れ
更
に
進
ん
で
歴
廻
の
叙
逃
法
に
及
ば
れ
古
丈
書

古
認
錐
尊
重
の
歴
曳
に
野
す
る
酢
詳
興
野
す
し
も
當
ら
ざ
る
も
吾
人
に
千
篇

　
一
律
な
ろ
研
究
盤
度
踏
舞
て
」
今
少
し
く
自
由
不
拘
束
の
魔
地
に
立
脚
し
吏

料
の
合
理
性
危
険
性
な
識
別
し
て
巧
に
こ
れ
な
蓮
延
し
融
會
構
炭
の
全
般
た

　
捉
へ
て
心
日
韓
な
る
史
p
的
研
究
の
大
成
に
凱
力
L
U
べ
各
・
の
み
ミ
論
…
結
ゼ
・
「
り
れ
六
り

　
例
A
偲
　
噌
九
月
二
十
－
七
日
午
後
よ
ハ
噂
よ
d
り
塊
叩
生
誕
會
棚
物
に
於
て
開
催
出
　
記
者
一
二

　
浦
畑
田
爾
教
授
脱
俗
中
村
牧
下
川
桑
原
の
半
壊
士
及
び
描
川
井
川
加
藤
の
諸

君
に
し
て
左
の
講
演
あ
り
十
項
過
散
銭
ぜ
り
。

　
　
　
、
國
史
上
よ
q
製
織
る
日
本
改
浩
蓮
動
の
將
來

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
野
士
法
學
士
牧
健
二
君

　
　
先
づ
現
今
資
本
斜
位
の
耽
會
か
勢
働
中
心
の
砒
會
に
改
め
ん
ミ
す
ろ
敗
造

型
動
か
概
説
し
日
本
に
於
て
資
磁
歪
義
の
現
胱
會
為
替
ぜ
る
礎
藩
ぽ
西
洋
ミ

軌
な
｝
に
ぜ
り
ミ
い
ひ
更
に
内
容
に
進
み
で
歴
史
の
欝
績
牲
ご
麺
化
性
ぜ
に

改
逡
蓮
動
に
託
て
も
見
ら
ろ
べ
し
こ
は
階
級
巌
窟
の
鮮
明
ミ
自
己
の
力
の
肉

昼
に
よ
り
て
始
ま
り
將
來
轟
々
自
厩
の
藷
ま
り
渡
期
曾
の
煽
鋤
ば
其
勢
力
な

冬
田
ぜ
し
め
結
局
こ
れ
が
成
功
な
見
ス
可
し
書
結
論
ぜ
ら
れ
索
り

　
　
一
、
刺
鮮
海
印
寺
訪
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
川
　
　
正
順

第
三
號

｝
山
ハ
一
　
（
四
品
五
）



第
六
稔
　
　
藁

報

第
三
號

一
編
ハ
ニ
　
　
（
闘
峠
八
｛
ハ
〉

　
去
四
月
大
邸
よ
り
高
総
な
経
て
海
印
毒
に
覇
間
ぜ
し
が
門
箭
に
三
震
石
塔

あ
り
解
騰
門
を
入
れ
ば
本
堂
大
寂
光
殿
た
始
め
尋
劔
堂
窮
玄
堂
九
光
縷
朋
月

堂
の
建
造
物
や
禮
舞
石
石
槽
韓
の
石
逡
物
も
霧
す
れ
こ
も
高
驚
版
｝
切
臓
経

山ハ

ﾏ
T
五
百
七
冊
桝
¢
伺
版
木
岬
八
萬
山
ハ
植
T
有
鯨
の
整
然
六
げ
0
沸
μ
戚
ゆ
す
・
訂
り
く
旬
維
版

定
構
し
て
未
整
理
物
中
に
貴
重
本
を
見
綴
さ
ろ
當
寺
ほ
も
建
華
殿
宗
に
し
て

三
寅
本
山
中
の
法
寅
本
山
に
常
り
今
爾
二
百
鯨
人
の
鱈
侶
が
昔
乍
ら
の
磐
室

生
活
為
な
し
つ
・
あ
り
鼓
々
ミ
て
霧
眞
に
つ
毫
て
説
明
ぜ
ら
れ
六
り


